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る
過
労
死
や
自
殺
の
問
題
に
関
わ

る
「
ス
ト
レ
ス
関
連
疾
患
予
防
の

た
め
の
ス
ト
レ
ス
測
定
と
評
価
」

（
座
長
　
下
光
輝
一
東
京
医
科
大

学
教
授
、
相
澤
好
治
北
里
大
学
教

授
）
で
は
、
職
場
に
お
け
る
ス
ト

レ
ス
対
策
の
重
要
性
と
実
際
の
取

り
組
み
、
質
問
票
を
用
い
た
ス
ト

レ
ス
の
評
価
手
法
、
ス
ト
レ
ッ
サ

ー
の
評
価
と
ス
ト
レ
ス
関
連
疾
患

の
予
防
対
策
、
簡
易
面
接
法
を
用

予
防
医
学
に
関
す
る
検
査
・
健

診
の
技
術
水
準
の
向
上
と
、
検

査
・
健
診
技
術
上
の
研
究
成
果
を

発
表
、
検
討
す
る
第
40
回
予
防
医

学
技
術
研
究
集
会
が
２
月
23
、

24
日
の
２
日
間
に
わ
た
っ
て
福

井
市
の
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
・
プ
ラ
ザ

で
開
催
さ
れ
た
。

研
究
集
会
に
は
、
予
防
医
学
事

業
中
央
会
傘
下
の
全
国
37
都
府
県

支
部
の
検
査
技
術
担
当
者
や
関
係

者
約
１
５
０
人
が
参
加
し
た
。

今
年
の
研
究
集
会
は
「
新
た
な

る
予
防
医
学
技
術
の
向
上
を
め
ざ

し
て
」
を
テ
ー
マ
に
、
健
診
技
術
、

環
境
検
査
、
代
謝
異
常
検
査
、
が

ん
検
診
、
小
児
保
健
、
生
理
機
能
、

臨
床
化
学
な
ど
の
９
部
門
52
題
の

研
究
発
表
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
上

田
孝
典
福
井
大
学
医
学
部
附
属
病

院
院
長
に
よ
る
特
別
講
演
「『
が

ん
』
は
『
く
す
り
』
で
な
お
る
の

か
？
」、
フ
ォ
ー
ラ
ム
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
「
健
康
診
断
―
健
診
の

工
夫
」、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
各

種
健
康
教
育
へ
の
取
り
組
み
」、

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
健

診
の
精
度
を
維
持
し
な
が
ら
経
費

を
削
減
す
る
た
め
の
取
り
組
み
」

も
行
わ
れ
た
。

こ
の
う
ち
フ
ォ
ー
ラ
ム
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
（
座
長
　
間
島
勝
徳

神
奈
川
県
予
防
医
学
協
会
臨
床
検

査
部
長)

で
は
、
運
動
に
よ
っ
て

Ａ
Ｓ
Ｔ
高
値
デ
ー
タ
が
頻
発
し
た

事
業
所
健
診
の
経
験
（
愛
媛
）、

健
診
順
序
変
更
に
よ
る
止
血
確
認

効
果
（
神
奈
川
）、
巡
回
健
診
現

場
の
改
善
活
動
（
神
奈
川
）、
血

液
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
で
の
効

果
的
な
即
２
次
検
査
の
試
み
（
福

島
）
が
報
告
さ
れ
た
。

ま
た
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
（
座
長
　
山
根
則
幸
予
防
医

学
事
業
中
央
会
常
任
技
術
委
員
・

栃
木
県
保
健
衛
生
事
業
団
事
業
管

理
部
長
）
で
は
、
ス
タ
ッ
フ
管
理

面
、
資
材
管
理
面
、
内
部
検
査
、

検
査
外
注
化
の
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ

リ
ッ
ト
な
ど
に
つ
い
て
、神
奈
川
、

宮
城
、
栃
木
、
熊
本
各
支
部
で
の

現
状
が
報
告
さ
れ
、
高
品
質
の
健

診
を
安
価
に
提
供
し
、
顧
客
満
足

度
を
高
め
て
い
く
た
め
の
取
り
組

み
が
討
議
さ
れ
た
。

日ごろより、東京都予防医学協会の機関紙「よぼう

医学」をご愛読くださりありがとうございます。本会

では、現在「よぼう医学」を送付させていただいてい

る皆様について、送付に必要な情報（名前、住所、所

属、役職など）を送付名簿として保持しております。

これらの個人情報の収集、保存、利用につきまして

は、本会の個人情報保護方針に基づき、厳重な管理の

もとに運用しております。そのうえで今後も継続して

送らせていただきたいと考えております。送付名簿か

ら削除を希望される場合には、お手数ですが、広報室

（電話03-3269-1131）までご連絡ください。

◆◆◆コンサルテーションのごあんない◆◆◆

お問い合わせ・ご相談は（予約制）
電話　東京（03）-3269-1141

健康管理コンサルタントセンター
事務局 東京都新宿区市谷砂土原町1の2
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発
症
の
オ
ッ
ズ
比
、
肥
満
症
と
メ

タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群
の
相
互
関

係
、
内
臓
脂
肪
の
測
定
方
法
な
ど

を
紹
介
し
た
。
そ
の
う
え
で
図
を

示
し
な
が
ら
、「
今
後
は
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
考
え
方

に
た
ち
、
個
々
の
突
出
す
る
問
題

は
氷
山
の
一
角
で
あ
り
、
そ
の
ベ

ー
ス
に
内
臓
脂
肪
の
蓄
積
が
あ
る

こ
と
を
、
受
診
者
に
明
確
に
伝
え

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。そ
し
て
、

自
分
の
病
態
が
ど
の
段
階
で
あ
る

の
か
受
診
者
自
身
に
気
づ
い
て
も

ら
い
、
能
動
的
に
生
活
習
慣
を
改

善
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
保
健
指

導
を
進
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
」
と
強
調
し
た
。

い
っ
ぽ
う
、
近
年
急
増
し
て
い

が
最
新
の
知
見
を
報
告
し
た
。

ま
た
、「
血
管
障
害
を
い
か
に

予
防
す
る
か
―
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基

づ
く
診
断
、
治
療
、
予
防
」（
座

長
　
中
村
正
大
阪
大
学
講
師
、
宮

崎
滋
東
京
逓
信
病
院
部
長
）
で
は

６
人
の
専
門
家
が
、
肥
満
症
と
メ

タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
概

念
、
軽
度
耐
糖
能
異
常
の
早
期
予

防
、
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
い
た
日

本
人
向
け
の
高
脂
血
症
治
療
戦

略
、
血
管
障
害
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
、

食
事
指
導
や
運
動
療
法
の
実
際
、

な
ど
に
つ
い
て
発
表
を
行
っ
た
。

こ
の
う
ち
、
肥
満
症
と
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
概
念
を

報
告
し
た
座
長
の
中
村
講
師
は
、

危
険
因
子
保
有
数
と
心
血
管
疾
患

今
回
の
大
会
で
は
、
３
つ
の
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
組
ま
れ
た
。
こ
の

う
ち
「
が
ん
検
診
、
予
防
の
最
前

線
」（
座
長
　
森
正
樹
九
州
大
学

病
院
別
府
先
進
医
療
セ
ン
タ
ー
教

授
、
津
金
昌
一
郎
国
立
が
ん
セ
ン

タ
ー
が
ん
予
防
・
検
診
研
究
セ
ン

タ
ー
部
長
）
で
は
、
わ
が
国
の
Ｐ

Ｅ
Ｔ
が
ん
検
診
の
現
状
と
展
望
、

国
家
戦
略
と
し
て
の
が
ん
検
診
は

ど
う
あ
る
べ
き
か
、
現
状
に
お
い

て
推
奨
で
き
る
日
本
人
に
適
し
た

が
ん
予
防
法
、
分
子
（
バ
イ
オ
マ

ー
カ
ー
）
疫
学
を
用
い
た
テ
ー
ラ

ー
メ
イ
ド
予
防
医
療
の
取
り
組
み

な
ど
に
つ
い
て
、
が
ん
の
疫
学
研

究
や
検
診
な
ど
の
第
一
線
で
活
躍

し
て
い
る
４
人
の
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト

い
た
う
つ
状
態
の
評
価
な
ど
を
４

人
の
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
が
報
告
し
、

そ
の
後
の
総
合
討
論
で
は
会
場
と

の
活
発
な
質
疑
応
答
が
行
わ
れ

た
。大

会
で
は
こ
の
ほ
か
、
事
業
部

門
、
放
射
線
技
師
・
臨
床
検
査
技

師
部
門
、
保
健
師
・
看
護
師
部
門

の
３
領
域
の
コ

メ
デ
ィ
カ
ル
ミ

ー
テ
ィ
ン
グ

や
、
太
田
壽
城

国
立
長
寿
医
療

セ
ン
タ
ー
病
院

長
に
よ
る
「
高

齢
化
社
会
の
健

康
診
断
」
な
ど

の
特
別
講
演
、

日
野
原
重
明
日

本
総
合
健
診
医

学
会
名
誉
理
事

長
に
よ
る
「
こ

れ
か
ら
の
健
診

に
求
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
」
や
高
久
史
麿
日
本
医

学
会
会
長
に
よ
る
「
健
康
日
本

21
」
な
ど
の
Ｉ
Ｈ
Ｅ
Ｐ
Ａ
特
別

講
演
、
養
老
孟
司
東
京
大
学
名
誉

教
授
に
よ
る
「
健
康
に
生
き
る

―
脳
や
動
物
・
昆
虫
の
研
究
か

ら
」
な
ど
の
市
民
公
開
講
座
が
行

わ
れ
た
。

〈1面〉●日本総合健診医学会第34回大会が開催
●第40回予防医学技術研究集会開く

〈2～3面（見開き）〉
●話題 末期腎不全の予防対策
●連載「森林へ行こう」第5回
●連載「おことばですが…保健指導反省記」最終回
●健康づくり・健康増進を支援するページ対策編 最終回

〈4面〉●第11回健康づくり懇話会例会が開催
●最新鋭の免疫測定装置を導入・本会　
●産業保健フォーラムＩＮＴＯＫＹＯ 2006が開催
●お知らせ
●人・往来

4月 5日　岡　惺治（健康管理コンサルタント）
12日　三輪　一（東京都予防医学協会総合健診部長）
19日　岡　惺治
26日　三輪　一

5月 3日　祝日のため休み
10日　岡　惺治
17日　三輪　一
24日　岡　惺治
31日　第207回ヘルスケア研修会につき休み

今月の主な紙面

個 人 情 報 の 取 扱 い に つ い て

メタボリックシンドロームを念頭に置いた�
健診結果の活用法�

図�

脳卒中�

眼底変化�

高血圧�高血糖�高尿酸�高中性脂肪�

心電図所見� クレアチニン�

※自分の問題として気づくことが重要である。�

肥満症�
内臓脂肪蓄積�

「根っこは同じ」�

虚血性心疾患�

あ
な
た
は
ど
の
段
階
？�

「
Ｉ
ｎ
ｎ
ｏ
ｖ
ａ
ｔ
ｉ
ｖ
ｅ

健
診
　
ｔ
ｏ
　
Ｐ
ｒ
ｏ
ｍ
ｏ

ｔ
ｅ
　
健
康
」
を
メ
イ
ン
テ

ー
マ
に
、
日
本
総
合
健
診
医

学
会
第
34
回
大
会
と
国
際
健

診
学
会
（
Ｉ
Ｈ
Ｅ
Ｐ
Ａ
）
別

府
大
会
（
大
会
長
　
和
田
知

益
大
分
総
合
健
診
セ
ン
タ
ー

理
事
長
）
が
、
１
月
27
日
、

28
日
の
２
日
間
に
わ
た
っ
て

別
府
市
の
ビ
ー
コ
ン
プ
ラ
ザ

で
合
同
開
催
さ
れ
た
。
大
会

で
は
、
わ
が
国
の
死
因
の
ト

ッ
プ
で
あ
る
「
が
ん
」、
昨

年
診
断
基
準
が
定
め
ら
れ
た

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群
に
関

連
す
る
「
血
管
障
害
」、
労

働
衛
生
の
最
大
の
課
題
で
あ

る
「
ス
ト
レ
ス
関
連
疾
患
」

な
ど
の
話
題
を
中
心
に
、
社

会
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
総
合

健
診
の
あ
り
方
を
め
ぐ
っ

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら

講
演
や
発
表
が
行
わ
れ
た
。
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「
こ
の
人
、
ほ
ん
と
に
治
療
し
て
る
ん

だ
ろ
う
か
？
」

会
社
や
健
保
に
依
頼
さ
れ
て
、
健
診

結
果
を
見
て
い
る
と
、
時
々
こ
ん
な
疑

問
を
持
つ
こ
と
が
あ
る
。「
治
療
中
」

と
附
記
さ
れ
て
い
た
り
、「
要
治
療
継

続
」
と
さ
れ
て
い
る
の
に
、
検
査
結
果

が
あ
ま
り
に
も
悪
い
場
合
で
あ
る
。

健
診
の
時
、
問
診
で
治
療
中
と
訴
え

た
受
診
者
に
対
し
て
は
、
検
査
結
果
の

い
か
ん
に
関
わ
ら
ず
、
こ
う
い
う
判
定

に
な
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
む
ろ
ん

生
活
習
慣
病
な
ど
、
慢
性
疾
患
の
場
合

で
あ
る
。

で
は
そ
う
い
う
人
に
、
保
健
指
導
は

必
要
な
い
だ
ろ
う
か
？
　
検
査
結
果
が

よ
け
れ
ば
、
一●

応●

は●

対
象
外
と
考
え
て

不
当
で
は
な
か
ろ
う
。
き
ち
ん
と
管
理

さ
れ
て
い
る
と
思
え
る
か
ら
で
あ
る
。

だ
が
治
療
を
続
け
て
い
る
の
な
ら
、

病
状
が
あ
る
程
度
安
定
し
て
い
な
け
れ

ば
お
か
し
い
。
た
ま
た
ま
健
診
の
時
だ

こ
れ
ま
で
、
何
と
か
直
接
面
談
で
き

た
経
験
か
ら
す
る
と
、
こ
の
ど
れ
か
で

あ
る
。
そ
し
て
苦
し
い
言
い
訳
も
あ
れ

ば
、
無
理
か
ら
ぬ
理
由
も
あ
る
。

ぐ
忘
れ
て
し
ま
う
。
次
の
健
診
で
思
い

出
し
て
、
治
療
中
と
言
い
逃
れ
る
。

何
回
か
は
受
診
し
た
も
の
の
、
や
が

て
行
か
な
く
な
る
人
も
多
い
。
多
少
気

則
受
診
と
い
う
結
果
に
な
る
。

「
主
治
医
は
？
」
と
聞
く
と
、
変
な
顔

を
す
る
人
も
い
る
。
主
治
医
の
意
味
が

わ
か
ら
な
い
ら
し
い
。
医
療
機
関
に
よ

っ
て
は
、
行
く
た
び
に
医
者
が

変
わ
る
。
必
要
な
指
示
も
得
ら

れ
な
い
。

薬
さ
え
飲
ん
で
い
れ
ば
い
い

と
考
え
る
人
も
い
る
。
生
活
改

善
の
具
体
策
を
、
知
ら
ず
に
い

る
人
も
あ
れ
ば
、
わ
か
っ
て
い

て
や
ら
な
い
人
は
も
っ
と
多

い
。
ほ
ん
と
の
や●

る●

気●

は
な
い

わ
け
だ
。

つ
ま
り
健
診
結
果
と
し
て
、

「
治
療
中
」
と
か
「
要
治
療
継

続
」
と
書
い
て
あ
っ
て
も
、
本

当
に
受
診
受
療
し
て
い
る
と
は

限
ら
な
い
。
ま
た
受
診
し
て
い

て
も
、
望
ま
し
い
治
療
か
ど
う
か
は
疑

問
で
あ
る
。

こ
の
点
は
、
検
査
結
果
の
悪
い
人
だ

の
要
務
だ
。

そ
の
要
務
の
一
端
を
担
う
責
任

は
、
私
た
ち
に
も
あ
る
と
思
う
。
望

ま
し
い
受
診
受
療
が
続
い
て
い
れ

ば
、
す
べ
て
は
主
治
医
に
任
せ
る
の

が
ス
ジ
だ
。

だ
が
、
そ
う
で
あ
る
か
ど
う
か
を

確
認
す
る
た
め
に
、
健
診
は
重
要
な

機
会
で
あ
ろ
う
。
と
く
に
職
場
の
法

定
健
診
は
、
業
務
の
あ
り
方
と
直
結

し
て
い
る
だ
け
に
、
そ
こ
を
お
ろ
そ

か
に
は
で
き
な
い
。

受
診
受
療
の
実
態
や
主
治
医
と
の

信
頼
関
係
等
、
疾
病
管
理
に
必
要
な

条
件
に
つ
い
て
の
指
導
は
、
い
ま
や

産
業
保
健
活
動
の
中
で
も
、
か
な
り

の
比
重
を
占
め
て
い
る
は
ず
だ
。

「
受
診
す
る
」
こ
と
が
「
治
す
（
病

状
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
）」
こ
と

に
つ
な
が
っ
て
い
る
か
ど
う
か
。
そ

の
た
め
の
健
康
教
育
、
保
健
指
導
、

健
康
相
談
の
あ
り
方
の
検
討
は
、
大

朝
目
覚
め
る
と
窓
外
は
見
渡

す
限
り
白
銀
の
世
界
。

雪
の
表
面
は
太
陽
の
光
を
受

け
て
キ
ラ
キ
ラ
と
い
た
る
と
こ

ろ
輝
い
て
い
ま
す
。
な
ん
と
い

う
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
な
輝
き
で
し
ょ

う
。
雪
が
こ
の
よ
う
に
光
り
輝

く
も
の
か
と
改
め
て
み
と
れ
て

し
ま
い
ま
す
。

裸
木
の
枝
々
に
は
雪
の
ベ
ー

ル
が
被
さ
り
、
い
ず
れ
も
こ
の

世
に
１
つ
し
か
な
い
自
然
の
ア

ー
ト
で
す
。
枝
の
上
の
ほ
う
の

細
か
い
小
枝
は
、
青
空
の
中
で

雪
の
レ
ー
ス
の
よ
う
な
華
や
か

な
樹
氷
の
花
を
咲
か
せ
て
い
ま

す
。
こ
れ
を
観
て
い
る
だ
け
で

幸
せ
を
感
じ
ま
す
。

写
真
を
撮
り
に
標
高
６
０
０

ｍ
ほ
ど
ま
で
登
っ
て
ゆ
く
と
、

今
朝
の
過
冷
却
に
よ
り
木
々
の

枝
に
は
霧
氷
が
ぶ
ら
下
が
り
、

太
陽
の
光
を
受
け
て
キ
ラ
キ
ラ

と
風
に
揺
れ
て
い
ま
す
。
ま
る

で
樹
木
１
本
ま
る
ご
と

豪
華
な
シ
ャ
ン
デ
リ
ア

の
よ
う
で
す
。

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
コ
ー

ス
の
入
口
ま
で
行
き
コ

ー
ス
を
眺
め
る
と
、
硬

い
雪
の
上
に
新
雪
が
積

も
り
最
高
の
コ
ン
デ
ィ

ほ
ど
歩
き
ま
し
た
。
春
、
夏
、

秋
に
は
踏
み
込
め
な
い
よ
う
な

林
の
中
も
、
雪
の
時
節
に
は
容

易
に
入
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

た
だ
所
々
に
川
が
あ
り
雪
を
被

っ
て
い
る
の
で
、
川
に
は
ま
ら

な
い
よ
う
に
注
意
を
要
し
ま

す
。当

日
は
快
晴
で
、
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
の
途
中
で
20
分
ほ
ど
雪
原

上
に
寝
転
ん
で
み
ま
し
た
。
樹

の
葉
ず
れ
の
音
が
な
い
た
め

か
、
他
の
季
節
に
比
べ
て
、
鳥

の
鳴
き
声
が
風
に
乗
っ
て
よ
り

大
き
く
聞
こ
え
ま
し
た
。
至
福

の
と
き
を
満
喫
し
な
が
ら
暫
し

ま
ど
ろ
み
ま
し
た
。

さ
て
４
人
の
血
液
中
の
リ
ン

パ
球
の
変
化
を
雪
の
森
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
前
後
で
観
察
す
る
と
、

Ｔ
さ
ん
は
24
・
５→

26
・

ち
に
、
冬
の
森
も
人
を
快
く
さ

せ
て
く
れ
る
の
で
は
な
い
か
と

思
い
至
り
、
雪
の
森
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
を
計
画
、
実
施
し
ま
し
た
。

雪
の
森
を
ネ
イ
チ
ャ
ー
ス
キ
ー

や
ス
ノ
ウ
シ
ュ
ウ
（
西
洋
式
か

ん
じ
き
）
で
歩
く
の
で
す
。

最
初
、
私
を
含
め
４
人
が
、

ネ
イ
チ
ャ
ー
ス
キ
ー
で
１
時
間

７
％
、
Ｓ
さ
ん
は
32
・
８→

38
・
７
％
、
Ｙ
さ
ん
は
34
・
０

→

37
・
９
％
、
Ｈ
さ
ん
は
41
・

７→

32
・
９
％
と
い
う
よ
う
に

比
率
が
低
い
人
は
高
く
、
高
い

人
は
低
下
す
る
と
い
う
、
以
前

（
前
号
で
紹
介
し
た
夏
の
森
林

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
）
と
似
た
よ
う

な
結
果
で
し
た
。

雪
の
森
に
お
い
て
は
、
人
の

自
律
神
経
に
影
響
す
る
も
の
に

電
子
と
い
う
要
素
が
加
わ
ら
な

い
と
明
ら
か
に
さ
れ
な
い
部
分

が
あ
る
よ
う
で
す
。
人
は
電
子

を
得
る
と
健
康
に
な
り
ま
す

が
、
皮
膚
か
ら
も
電
子
が
入
る

こ
と
も
わ
か
っ
て
き
ま
し
た

（
カ
ン
ゲ
ン
イ
オ
ン
医
学
会
）。

白
銀
の
雪
原
か
ら
果
た
し
て
電

子
が
出
て
い
る
の
か
未
だ
測
定

さ
れ
て
い
な
い
で
し
ょ
う
。

ス
キ
ー
場
の
頂
上
に
立
っ
た

と
き
厳
寒
の
中
の
ピ
ン
カ
ー
ン

と
し
た
空
気
と
、
鼻
を
突
く
冷

た
い
冬
の
に
お
い
に
い
つ
も
引

き
込
ま
れ
ま
す
。
そ
の
一
瞬
を

経
験
し
た
く
て
、
過
去
25
年
間

毎
年
カ
ナ
ダ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

ス
キ
ー
場
を
渡
り
歩
き
ま
し

た
。登

山
家
の
田
部
井
淳
子
氏
は

「
冬
こ
そ
歩
こ
う
」
と
題
し
て

記
事
を
書
か
れ
て
い
ま
す
が

「
健
康
で
い
た
い
人
、
今
年
か

ら
早
速
雪
の
森
を
歩
い
て
み
ま

せ
ん
か
」
と
語
り
か
け
て
い
ま

す
。

お
詫
び
と
訂
正

12
月
号
（
３
９
３
号
）
の
本

文
で
「
フ
ィ
ト
ン
（
殺
す
）、

チ
ッ
ド
（
植
物
）」
は
、「
フ
ィ

ト
ン
（
植
物
）、
チ
ッ
ド
（
殺

す
）」
の
誤
り
で
し
た
。

わ
が
国
の
慢
性
透
析
患

者
数
は
毎
年
約
１
万
人
ず

つ
増
加
し
、
現
在
そ
の
数

は
約
25
万
人
に
達
し
て
い

る
。
米
国
で
も
末
期
腎
不

全
患
者
が
増
加
し
、
そ
の

対
応
に
苦
慮
し
て
い
る
の

が
実
情
で
あ
る
。
幸
い
、

昨
年
末
に
こ
の
分
野
で
活

躍
し
て
お
ら
れ
る
米
国
腎

疾
患
デ
ー
タ
シ
ス
テ
ム

（
Ｕ
Ｓ
Ｒ
Ｄ
Ｓ
）
会
長
の

Ａ
・
Ｊ
・
コ
リ
ン
ズ
教
授

（
ミ
ネ
ソ
タ
大
学
内
科
学
）

が
来
日
し
、
慢
性
腎
疾
患

の
問
題
点
に
つ
い
て
講
演

さ
れ
た
の
で
、
今
月
は
そ

こ
で
話
さ
れ
た
米
国
で
の

腎
不
全
対
策
の
現
状
を
紹

介
す
る
。

Ｕ
Ｓ
Ｒ
Ｄ
Ｓ
は
、
１
９
８
７
年

か
ら
Ｎ
Ｉ
Ｈ
（
米
国
国
立
衛
生
研

究
所
）
の
援
助
を
受
け
て
慢
性
腎

疾
患
の
疫
学
調
査
な
ど
の
活
動
を

は
じ
め
、
そ
の
成
績
は
毎
年
発
行

さ
れ
る
年
報
に
報
告
さ
れ
て
い

る
。
02
年
の
調
査
に
よ
る
と
、
最

近
は
毎
年
約
10
万
人
の
新
し
い

末
期
腎
不
全
患
者
（
Ｅ
Ｓ
Ｒ
Ｄ
）

が
登
録
さ
れ
、
約
43
万
人
の
患
者

が
透
析
や
腎
臓
移
植
に
よ
る
治
療

を
受
け
て
い
る
と
い
う
。そ
の
上
、

２
０
１
０
年
に
は
Ｅ
Ｓ
Ｒ
Ｄ
で
治

療
の
対
象
に
な
る
患
者
数
は
約

65
万
人
に
、
２
０
３
０
年
に
は
２

１
０
万
人
に
達
す
る
と
さ
れ
、
腎

不
全
の
医
療
費
の
増
加
は
米
国
で

も
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

慢
性
腎
疾
患
（
Ｃ
Ｋ
Ｄ
）
の
種

類
は
多
く
、
こ
れ
ま
で
臨
床
的
な

対
応
は
各
疾
患
別
に
行
わ
れ
る
こ

と
が
多
か
っ
た
。
し
か
し
、
Ｃ
Ｋ

Ｄ
に
お
け
る
死
亡
や
心
血
管
障
害

の
相
対
危
険
率
な
ら
び
に
入
院
の

危
険
率
な
ど
は
、
腎
機
能
の
低
下

の
程
度
に
し
た
が
っ
て
増
加
す
る

こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
、
個
々
の

疾
患
よ
り
も
Ｃ
Ｋ
Ｄ
全
体
と
し
て

対
応
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ

し
て
、
02
年
に
米
国
腎
臓
財
団

は
、
臨
床
に
役
立
つ
Ｃ
Ｋ
Ｄ
の
定

義
を
提
唱
し
、
換
算
糸
球
体
ろ
過

値
（eG

FR
m
l/
m
in

）
を
主
な

根
拠
と
し
、
形
態
的
、
機
能
的
な

腎
の
異
常
、
蛋
白
尿
の
有
無
な
ど

も
参
考
に
し
て
、
Ｃ
Ｋ
Ｄ
の
進
行

度
を
５
段
階
に
分
類
し
、
各
病
期

別
の
診
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
作
成

や
患
者
数
の
算
出
を
行
っ
た
。

糖
尿
病
や
高
血
圧
な
ど
の
Ｃ
Ｋ

Ｄ
と
な
る
危
険
の
高
い
対
象
に

は
、
Ｇ
Ｆ
Ｒ
を
測
定
す
る
と
と
も

に
尿
検
査
を
行
い
、
Ｃ
Ｋ
Ｄ
か
否

か
を
検
査
し
、
Ｃ
Ｋ
Ｄ
の
分
類
に

入
ら
な
い
場
合
は
、
適
当
な
介
入

に
よ
り
予
防
を
行
う
、
ま
た
Ｇ
Ｆ

Ｒ
が
正
常
ま
た
は
亢
進
し
て
い

て
、
糖
尿
病
や
腎
障
害
が
あ
り
、

微
量
ア
ル
ブ
ミ
ン
が
陽
性
の
場
合

は
、
第
１
病
期
と
し
て
原
疾
患
の

進
行
を
抑
え
る
治
療
を
行
う
。
Ｇ

Ｆ
Ｒ
が
60
以
上
で
90m

l

／m
in

未

満
の
第
２
病
期
の
Ｃ
Ｋ
Ｄ
に
対
し

て
は
、
進
行
を
抑
え
、
合
併
症
を

予
防
す
る
た
め
の
介
入
を
行
う
。

Ｇ
Ｆ
Ｒ
が
60m

l

／m
in

以
上
で
あ

れ
ば
、
介
入
に
よ
っ
て
Ｃ
Ｋ
Ｄ
の

進
行
を
抑
制
で
き
る
と
さ
れ
て
お

り
、
Ｃ
Ｋ
Ｄ
を
第
２
病
期
ま
で
に

発
見
し
、
適
切
に
介
入
す
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
（
表
）。

こ
の
よ
う
に
Ｃ
Ｋ
Ｄ
分
類
で
尿

所
見
よ
り
も
Ｇ
Ｆ
Ｒ
の
値
が
重
要

視
さ
れ
た
の
は
、
Ｅ
Ｓ
Ｒ
Ｄ
の
原

因
と
し
て
頻
度
の
高
い
高
血
圧
性

腎
硬
化
症
の
尿
所
見
は
、
軽
い
こ

と
が
多
い
た
め
で
あ
ろ
う
。

米
国
で
の
Ｅ
Ｓ
Ｒ
Ｄ
の
発
生
頻

度
は
人
種
に
よ
っ
て
異
な
り
、
白

人
は
低
く
、
黒
人
が
高
い
。
原
疾

患
別
で
は
、
糖
尿
病
、
高
血
圧
、

慢
性
糸
球
体
腎
炎
の
順
で
あ
る

が
、
80
年
以
降
20
年
間
の
Ｅ
Ｓ

Ｒ
Ｄ
の
頻
度
の

推
移
は
、
98

年
ま
で
は
す
べ

て
の
疾
患
、
す

べ
て
の
人
種
で

増
加
傾
向
を
示

し
て
い
た
。
し

か
し
、
そ
の
後

は
す
べ
て
に
お

い
て
プ
ラ
ト

ー
、
ま
た
は
減

少
傾
向
を
示

し
、
コ
リ
ン
ズ

教
授
は
、
こ
れ

は
米
国
の
対
応

の
成
果
と
述
べ
て
お
り
、
日
本
も

同
じ
よ
う
に
対
応
す
る
こ
と
を
す

す
め
て
い
る
。
日
本
医
師
会
雑
誌

１
３
４
巻
12
号
に
は
、
Ｃ
Ｋ
Ｄ
の

特
集
が
掲
載
さ
れ
、
医
師
会
の
関

心
の
大
き
さ
を
物
語
っ
て
い
る
。

日
本
で
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
腎
臓
病

早
期
発
見
推
進
機
構
が
昨
年
設
立

さ
れ
、
Ｃ
Ｋ
Ｄ
の
予
防
に
つ
い
て

の
活
動
を
準
備
中
と
さ
れ
、
そ
の

活
躍
を
期
待
し
た
い
。

（
北
川
照
男
日
本
大
学
名
誉
教
授
）

健
康
づ
く
り
・
健
康
増
進
を
支
援
す
る
ペ
ー
ジ

こ
の
季
節
は
、
何
か
と
お
酒
の

席
が
多
く
な
り
、
ア
ル
コ
ー
ル
の

影
響
も
出
や
す
く
な
り
ま
す
。
ま

た
ア
レ
ル
ギ
ー
症
状

の
発
症
や
、
春
先
特

有
の
体
調
変
化
、
不

調
が
出
て
く
る
の
で
、

十
分
な
抵
抗
力
を
つ

け
て
お
く
こ
と
が
必

要
で
す
。

花
見
や
歓
送
迎
会

で
お
酒
の
席
の
予
定
が
多
く
、
と

か
く
会
合
や
宴
会
続
き
と
い
う
方

は
、
胃
腸
や
臓
器
が
疲
れ
気
味
。

油
断
す
る
と
体
調
を
崩
し
ま
す
。

ま
た
、
過
度
な
飲
酒
で
免
疫
力
が

低
下
し
、
ア
レ
ル
ギ
ー
症
状
も
発

症
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

お
酒
を
口
に
す
る
前
に
は
少
量

で
も
食
べ
物
を
胃
に
入
れ
て
お
き

ま
し
ょ
う
。
お
つ
ま
み
に
取
り
入

れ
た
い
食
品
は
、
タ
ウ
リ
ン
が
豊

富
で
ア
ル
コ
ー
ル
分
解
を
助
け
て

く
れ
る
ア
サ
リ
、
マ
グ
ロ
赤
身
、

カ
キ
、
サ
バ
な
ど
。
肝
機
能
を
高

め
る
豆
腐
、
乳
製
品
、
魚
類
な
ど

が
お
勧
め
で
す
（
イ
ラ
ス
ト
）。

飲
酒
の
際
に
不
足
す
る
ビ
タ
ミ

ン
・
ミ
ネ
ラ
ル
類
は
、
海
藻
や
き

の
こ
入
り
サ
ラ
ダ
な
ど
か
ら
と
る

と
良
い
で
し
ょ
う
。

お
つ
ま
み
に
適
さ
な
い
の
は
、

肝
臓
内
で
脂
肪
の
合
成
が
進
ん
で

し
ま
う
揚
げ
物
や
ス
ナ
ッ
ク
類
な

ど
、
脂
質
の
多
い
も
の
で
す
。

飲
酒
の
翌
日
は
野
菜
、
水
分
を

若
干
増
や
し
た
食
事
を
と
り
ま
し

ょ
う
。
二
日
酔
い
に
な
っ
て
し
ま

っ
た
ら
肝
臓
機
能
を
高
め
る
グ
レ

ー
プ
フ
ル
ー
ツ
ジ
ュ
ー
ス
や
、

し
じ
み
汁
を
と
り
、
食
事
に
は

消
化
の
良
い
煮
込
み
う
ど
ん
、

お
粥
な
ど
が
お
勧
め
で
す
。

季
節
の
変
わ
り
目
は
、
気
温

の
変
化
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

砂
ぼ
こ
り
を
含
ん
だ
風
も
問
題

で
す
。
微
生
物
の
た
だ
よ
う
外

気
に
よ
る
ア
レ
ル
ギ
ー
症
状

（
湿
疹
・
ぜ
ん
息
・
結
膜
炎
・

気
管
支
炎
な
ど
）
や
、

自
律
神
経
の
バ
ラ
ン
ス

の
乱
れ
に
は
、
気
を
つ
け
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

ア
レ
ル
ギ
ー
症
状
対
策
と
し

て
控
え
た
い
の
は
、
油
物
、
甘

い
物
、
刺
激
物
（
香
辛
料
・
ア

ル
コ
ー
ル
）
な
ど
。
米
食
を
中

心
と
し
た
和
食
で
野
菜
は
毎
食

と
り
、
魚
類
も
取
り
入
れ
た
食

事
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
（
イ
ラ

ス
ト
）。

ま
た
、
自
律
神
経
の
バ
ラ
ン

ス
を
整
え
る
に
は
、
肉
類
、
甘

い
物
、
刺
激
物
を
避
け
、
ビ
タ

ミ
ン
、
ミ
ネ
ラ
ル
の
補
給
に
気

を
つ
け
、
栄
養
の
偏
り
な
く
食

事
を
と
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

（
本
会
・
健
康
増
進
部
）

冬
場
は
寒
さ
か
ら
身
を
守
る

た
め
、
か
ら
だ
の
働
き
を
活
発

に
す
る
交
感
神
経
が
、
代
謝
を

上
げ
る
よ
う
に
働
い
て
い
ま

す
。
そ
れ
が
春
に
近
づ
く
と
、

冬
ほ
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
い
ら

な
く
な
る
の
で
、
か
ら
だ
を
休

ま
せ
よ
う
と
す
る
副
交
感
神
経

が
、
代
謝
を
下
げ
る

よ
う
に
働
き
ま
す
。

で
も
冬
か
ら
春
へ

の
季
節
の
変
わ
り
目

は
、
日
々
の
気
温
の

変
動
が
激
し
い
た

め
、
自
律
神
経
（
交

感
神
経
と
副
交
感
神

経
）
が
そ
の
変
化
に
対
応
し
き

れ
ず
、
バ
ラ
ン
ス
の
乱
れ
が
生

じ
ま
す
。
そ
の
た
め
眠
気
や
だ

る
さ
な
ど
、
不
快
な
症
状
が
起

こ
っ
て
き
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
時
期
は
自
然
環

寒
さ
か
ら
開
放
さ
れ
、
少

し
ず
つ
暖
か
く
な
り
、
運
動

を
行
い
や
す
い
季
節
と
な
り

ま
し
た
。

運
動
と
い
え
ば
、
近
年
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
が
ブ
ー
ム
で

す
。
内
閣
府
の
『
体
力
・
ス

ポ
ー
ツ
に
関
す
る
世
論
調
査

（
平
成
16
年
度
）
』
で
も
、

「
１
年
間
で
行
っ
た
運
動

は
？
」
の
質
問
で
、
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
は
回
答
の
約
４
割
を

占
め
て
い
ま
す
。
道
具
も
い

ら
ず
、
誰
で
も
手
軽
に
取
り

組
め
る
運
動
と
し
て
人
気
が
高

く
、
生
活
習
慣
病
の
予
防
や
改
善

の
効
果
も
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
、
花
や

木
々
の
緑
な
ど
の
景
色
や
日
当
た

り
、
風
と
い
っ
た
環
境
の
変
化
を

シ
ョ
ン
に
な
っ
て
い
ま

す
。
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ス

キ
ー
を
持
っ
て
く
れ
ば

よ
か
っ
た
と
悔
や
ま
れ

ま
し
た
。

森
林
浴
の
効
果
の
調

査
研
究
を
し
て
い
る
う

楽
し
み
な
が
ら
行
え
る
季
節
と
な

り
ま
し
た
。
緑
の
多
い
公
園
で
の

散
歩
な
ら
、
マ
イ
ナ
ス
イ
オ
ン
が

自
律
神
経
を
安

定
さ
せ
、
免
疫

力
を
高
め
る
効

果
が
あ
る
と
も

言
わ
れ
て
い
ま

す
。こ

の
時
期

は
、
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
面
だ
け

を
目
的
と
す
る
の
で
は
な
く
、

「
季
節
の
変
化
を
楽
し
む
」
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
面
の
効
果
も
大
切
に

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

同
じ
コ
ー
ス
で
も
、
一
緒
に

歩
く
人
や
日
時
、
目
的
の
有
無

に
よ
っ
て
受
け
る
印
象
が
変
わ

る
こ
と
は
、
想
像
で
き
る
と
思

い
ま
す
。
そ
う
し
た
変
化
を
楽

し
み
な
が
ら
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を

始
め
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。
ま
ず
は
…

＊
家
の
周
り
を
10
分
間
程

度
、
散
策
す
る
。

＊
通
勤
の
帰
路
、
複
数
の
ル

ー
ト
を
考
え
、
変
化
を
楽
し
む
。

＊
ウ
ィ
ン
ド
ー
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
を
楽
し
む
。

＊
休
日
は
、
近
所
の
公
園
や

近
く
の
山
、
川
辺
な
ど
に
行
く
。

な
ど
を
行
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

最
後
に
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に

適
し
た
シ
ュ
ー
ズ
の
選
び
方
で

す
（
イ
ラ
ス
ト
）。
か
か
と
を

し
っ
か
り
包
み
込
む
安
定
感
が

大
切
。
し
っ
か
り
フ
ィ
ッ
ト
し

た
シ
ュ
ー
ズ
は
、
歩
く
時
に
負

担
が
か
か
り
に
く
く
な
り
ま

す
。選

ぶ
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、
体

力
増
強
や
脂
肪
燃
焼
を
目
的
に

す
る
方
は
、
早
足
で
長
い
距
離

を
歩
く
必
要
が
あ
る
た
め
、
あ

る
程
度
重
い
シ
ュ
ー
ズ
を
。
健

康
維
持
を
目
的
に
習
慣
的
に
歩

き
た
い
方
は
、
足
に
負
担
が
か

か
り
に
く
い
、
中
敷
な
ど
が
す

ぐ
れ
た
軽
め
の
シ
ュ
ー
ズ
を
選

ん
で
く
だ
さ
い
。

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
足
を
痛
め

て
は
無
意
味
で
す
。
自
分
に
あ

っ
た
シ
ュ
ー
ズ
を
選
び
、
無
理

せ
ず
、
季
節
を
楽
し
み
な
が
ら

の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
ど
う
ぞ
。

（
本
会
・
健
康
増
進
部
）

境
だ
け
で
な
く
、
引
越
し
や

就
職
・
転
勤
・
異
動
な
ど
生

活
環
境
の
変
化
に
よ
っ
て
も

ス
ト
レ
ス
が
た
ま
り
、
体
調

を
崩
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

こ
う
し
た
疲
労
や
ス
ト
レ

ス
で
免
疫
機
能
に
乱
れ
が
生

じ
、
風
邪
な
ど
の
感
染
症
に

罹
り
や
す
く
な
っ
た
り
、
ア

レ
ル
ギ
ー
（
花
粉
症
・
ア
ト

ピ
ー
性
皮
膚
炎
・
気
管
支
ぜ

ん
息
な
ど
）
な
ど
の
病
気
を

引
き
起
こ
し
た
り
し
ま
す
。

過
去
に
そ
う
し
た
気
配
の
な

か
っ
た
人
が
発
症
し
た
り
、

重
症
化
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。そ

こ
で
、
こ
う
し
た
症
状
の
予

防
の
た
め
に
、
自
律
神
経
の
働
き

を
整
え
て
免
疫
力
を
維
持
で
き
る

よ
う
、
日
常
生
活
を
見
直
し
ま
し

ょ
う
。
そ
の
ポ
イ
ン
ト
は
…

①
ス
ト
レ
ス
解
消

②
十
分
な
睡
眠

③
た
ば
こ
を
控
え
る

④
ア
ル
コ
ー
ル
は
ほ
ど
ほ
ど
に

⑤
か
ら
だ
を
清
潔
に
保
つ

⑥
適
切
な
温
度
・
湿
度
を
保
つ

⑦
掃
除
を
マ
メ
に
行
う

花
粉
症
・
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎

な
ど
で
、
原
因
が
特
定
さ
れ
て
い

る
場
合
は
、
そ
の
原
因
の
除
去
・

回
避
が
第
一
で
す
。

こ
う
し
た
病
気
は
、
少
な
か
ら

ず
ス
ト
レ
ス
も
関
係
し
て
い
ま
す

か
ら
、
ス
ト
レ
ス
を
解
消
す
る
だ

け
で
も
、
免
疫
機
能
が
正
常
に
働

き
は
じ
め
、
自
然
治
癒
力
の
向
上

に
つ
な
が
り
ま
す
。

春
先
に
眠
く
な
る
の
は
、
気
の

緩
み
で
は
な
く
、
夏
に
向
け
て
体

内
リ
ズ
ム
を
調
整
す
る
た
め
に
必

要
な
こ
と
な
の
で
す
。
睡
眠
の
工

夫
に
つ
い
て
は
、
本
紙
１
月
号
と

２
月
号
を
ご
参
考
に
。

春
先
に
限
ら
ず
、
ど
の
季
節
に

お
い
て
も
、
以
上
の
対
策
を
役
立

て
、
体
調
を
自
己
管
理
し
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

（
本
会
・
健
康
増
進
部
）

け
、
検
査
結
果
が
異
常
に
な
る
こ
と
も

あ
り
得
る
が
、
そ
れ
に
し
て
も
極
端
す

ぎ
る
例
を
、
ど
う
考
え
れ
ば
い
い
の
だ

ろ
う
。

た
と
え
ば
血
圧
値
、
血
糖
値
、
尿
酸

値
な
ど
は
、
治
療
中
と
い
う
の
な
ら
、

そ
れ
な
り
に
納
得
で
き
る
数
値
で
あ
る

は
ず
だ
。
そ
う
で
な
い
と
し
た
ら
…
。

本
当
は
受
診
受
療
し
て
い
な
い
。
不

定
期
受
診
、
不
規
則
服
薬
し
か
し
て
い

な
い
。
主
治
医
と
言
え
る
特
定
の
医
師

が
い
な
い
。
実
生
活
の
中
で
、
何
も
注

意
し
て
い
な
い
。
き
ち
ん
と
や
っ
て
い

る
は
ず
な
の
に
、
そ
ん
な
結
果
に
し
か

な
ら
な
い
。

治
療
を
指
示
さ
れ
て
も
受
診
し
な
い

人
は
、当
然
な
が
ら
自
覚
症
状
が
な
い
。

言
わ
れ
て
少
し
気
に
し
て
い
て
も
、
す

に
す
る
人
で
も
、
薬
の
飲
み
忘
れ
は
多

い
。
ひ
と
月
分
が
２
カ
月
に
も
３
カ
月

に
も
な
る
と
、
そ
れ
に
合
わ
せ
た
不
規

け
と
は
限
ら
な
い
。
そ
こ
に
ま
た
、
別

の
意
味
の
問
題
が
あ
る
。
前
回
の
健
診

で
「
要
治
療
」
と
な
り
、
今
回
「
治
療

中
」
と
申
告
し
た
人
が
、
実
は
ま
っ
た

く
受
診
し
て
い
な
か
っ
た
例
も
あ
る
。

そ
れ
は
と
も
か
く
、
治
療
と
は
治
す

こ
と
で
あ
る
。
治
す
た
め
に
ど
う
す
る

か
は
、
医
者
が
決
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
か
ら
、
と
り
あ
え
ず
は
受
診
し
て
も

ら
う
必
要
が
あ
る
。

し
か
し
治
す
主
役
は
自
分
自
身
だ
か

ら
、
本
人
が
そ
の
気
に
な
ら
な
け
れ
ば

困
る
。
と
く
に
生
活
習
慣
病
は
、
治
す

と
い
う
よ
り
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
病
気

だ
か
ら
、
そ
の
手
段
の
検
討
こ
そ
最
大

き
な
課
題
だ
と
思
う
。

（
お
わ
り
）

〈
次
号
か
ら
は
大
島
明
氏
（
大
阪
府

立
成
人
病
セ
ン
タ
ー
調
査
部
部
長
）

の
「
た
ば
こ
問
題
と
そ
の
規
制
対
策

（
仮
）」
が
始
ま
り
ま
す
。〉

健康運動指導士から

山村昌代

保健師から

中村智子

管理栄養士から

松村えり子

少しずつ草木が芽吹

き、春めいてきました。

「春眠、暁を覚えず」と

いうように、この時期は

眠りをさそいます。春先

は天気が変わりやすく、日々

の気温差、昼夜の寒暖差も大

きい季節です。そのため、か

らだがついていけず、体調を

崩しやすくもなります。

そこで今回は、春先を乗り

切るための対策を考えてみま

しょう。

健
康
管
理
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

岡

惺

治11

米国腎臓財団の慢性腎疾患のステージ分類と�
推定患者数（2002）�

表�

・圧迫感がなく、ある程度クッション性
があるもの

・靴の中敷が土踏まずを支える構造
となっていて、フィット感のあるもの

＊実際に履いてみて、自分の足に合
ったシューズを選びましょう

●シューズの選び方

樹氷は自然のアート

ノルディックコース（長野県信濃町御鹿池コース）

ＣＫＤ病期
（Stage）

リスクはある
が、CKDにな
っていない

Stage１

換算ＧＦＲ値
（ml／min／1.73m2）

90≦

90≦

60＜90 尿蛋白（－）～（＋＋） 5,300,000

蛋白尿
その他

糖尿病・高血圧など
のCKDのリスクがある

糖尿病で微量アル
ブミン尿（＋）、尿所
見（＋）の腎炎など

対象者数
（推定）

―

5,900,000

Stage 2
30＜60 合併症の把握 7,600,000Stage 3
15＜30 透析・移植の準備 400,000Stage 4
＜15 透析・移植 300,000Stage 5
NKF：AJKD39：（2,Suppl 1）S17-S31,2002を改変
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く
も
の
」
と
定
義
し
、
ま
た
同
時

に
「
労
働
者
自
ら
が
問
題
に
気
づ

き
、
目
標
を
定
め
、
解
決
法
を
探

り
、実
施
評
価
し
て
い
く
過
程
で
、

保
健
医
療
職
は
そ
の
労
働
者
の
今

を
問
う
作
業
を
横
で
見
守
り
、
と

も
に
歩
く
存
在
と
し
て
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
く
も
の
」
と
し
て
、
従
来

と
は
異
な
る
保
健
医
療
職
の
ス
タ

ン
ス
に
つ
い
て
も
言
及
し
た
。

さ
ら
に
、
具
体
的
な
自
律
的
健

康
管
理
の
手
法
と
し
て
、
客
観
的

医
学
的
評
価
を
縦
軸
に
、
本
人
の

実
感
に
基
づ
く
主
観
的
健
康
感
を

横
軸
に
し
て
、
こ
の
２
軸
に
よ
っ

て
現
在
の
健
康
状
態
を
位
置
づ

け
、
今
後
向
か
っ
て
い
く
方
向
を

４
つ
の
パ
タ
ー
ン
に
分
け
て
示
し

た
。
そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
パ
タ

ー
ン
ご
と
に
保
健
医
療
職
と
し
て

の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
方
法
を
紹
介
し

た
。竹

田
所
長
は
「
こ
の
新
し
い
健

康
概
念
は
、

健
康
を
客
観

的
、
主
観
的

な
２
軸
で
捉

え
る
こ
と

で
、
さ
ま
ざ

ま
な
状
況
を

説
明
す
る
こ

と
が
可
能
に

な
る
。
専
門

家
が
基
本
的

な
健
康
概
念

と
し
て
共
有

し
、
人
の
将

来
に
わ
た
っ

て
の
健
康
を

的
確
に
捉
え

る
こ
と
や
、

労
働
者
が
自

分
の
価
値
観

を
大
切
に
し

た
保
健
行
動
を
行
う
際
の
支
援
に

活
用
し
て
ほ
し
い
」
と
述
べ
た
。

こ
の
ほ
か
、「
協
会
か
ら
の
ご

案
内
」
と
し
て
、
本
会
の
成
人
保

健
部
の
大
畠
利
彦
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

二
課
長
が
、
個
人
情
報
保
護
法
の

施
行
に
と
も
な
う
「
Ｐ
（
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
）
マ
ー
ク
取
得
に
向
け
た

本
会
の
取
り
組
み
」
の
進
捗
状
況

第
２
０
７
回
ヘ
ル
ス
ケ
ア
研
修

会
が
５
月
31
日
（
水
）
午
後
２
時

か
ら
４
時
ま
で
、
東
京
・
永
田
町

の
「
星
陵
会
館
」
で
開
か
れ
る
。

「
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
健
診
事

後
支
援
の
評
価
―
そ
の
支
援
方
法

と
成
果
」
を
テ
ー
マ
に
、
藤
沢
市

健
康
医
療
セ
ン
タ
ー
の
小
堀
悦
孝

診
療
所
長
と
鈴
木
清
美
保
健
師
が

講
演
す
る
。
司
会
は
、
山
内
邦
昭

本
会
専
務
理
事
。

会
場
の
「
星
陵
会
館
」
は
、
地

下
鉄
各
線
「
永
田
町
」「
国
会
議

事
堂
前
」「
溜
池
山
王
」「
赤
坂
見

附
」
駅
下
車
、
徒
歩
10
分
以
内
の

と
こ
ろ
。

当
日
会
場
受
付
で
、
参
加
費
２

０
０
０
円
を
支
払
え
ば
ど
な
た
で

も
入
場
で
き
ま
す
。

定
員
先
着
４
０
０
名
。

●
国
際
寄
生
虫
予
防
指
導
者
セ
ミ

ナ
ー
の
研
修
員
が
本
会
で
研
修

日
本
寄
生
虫
予
防
会
で
は
、
国

際
協
力
事
業
団
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
か

ら
委
託
を
受
け
て
、
ア
ジ
ア
、
ア

フ
リ
カ
、
中
南
米
か
ら
の
研
修
員

を
受
け
入
れ
て
、
国
際
寄
生
虫
予

防
指
導
者
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
て

い
る
。
第
27
回
の
セ
ミ
ナ
ー
の
研

修
員
９
人
が
２
月
７
日
、
本
会
を

訪
れ
、
本
会
の
活
動
や
施
設
を
研

修
・
見
学
し
た
ほ
か
、
寄
生
虫
検

査
の
実
技
実
習
を
行
っ
た
。

型
の
健
康
管
理
の
手
法
（
専
門
家

が
問
題
点
を
指
摘
し
、
改
善
方
法

を
示
し
て
い
く
）
で
は
、
一
定
の

効
果
は
あ
げ
ら
れ
た
も
の
の
、
専

門
家
の
指
導
を
受
け
入
れ
ら
れ
な

い
労
働
者
や
、
保
健
行
動
を
継
続

で
き
な
い
労
働
者
が
少
な
く
な

く
、
そ
の
限
界
が
指
摘
さ
れ
て
い

た
」
と
し
て
、
こ
の
よ
う
な
問
題

に
対
応
で
き
る
新
し
い
手
法
と
し

て「
自
律
的
健
康
管
理
の
考
え
方
」

が
、
重
視
さ
れ
て
き
て
い
る
こ
と

を
強
調
し
た
。

続
け
て
竹
田
所
長
は
、
自
律
的

健
康
管
理
を
「
労
働
者
が
主
体
と

な
っ
て
自
ら
の
価
値
観
や
規
範
に

基
づ
い
て
健
康
管
理
を
行
っ
て
い

に
つ
い
て
報
告
し
た
。
ま
た
寺
門

哲
施
設
健
診
課
長
が
、
受
診
者
の

快
適
性
と
利
便
性
の
向
上
と
、
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮
し
た
診
察
・

検
査
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
を
目
的

に
、
こ
の
ほ
ど
本
会
が
行
っ
た

「
人
間
ド
ッ
ク
室
の
拡
充
」
に
つ

い
て
、
具
体
的
な
内
容
の
紹
介
を

行
っ
た
。

「
健
康
文
化
の
形
成
を
め
ざ
し
て

Ⅱ
」
を
テ
ー
マ
に
、
東
京
労
働
局
、

東
京
労
働
基
準
協
会
連
合
会
、
関

東
ブ
ロ
ッ
ク
産
業
保
健
推
進
セ
ン

タ
ー
が
主
催
す
る
「
産
業
保
健
フ

ォ
ー
ラ
ム
　
Ｉ
Ｎ
　
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ

２
０
０
６
」
が
２
月
８
日
、
東

京
・
千
代
田
区
の
九
段
会
館
で
開

か
れ
た
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
大
阪
ガ
ス

健
康
開
発
セ
ン
タ
ー
の
岡
田
邦
夫

統
括
産
業
医
に
よ
る
「
健
康
経
営

の
す
す
め
」
な
ど
の
講
演
や
セ
ミ

ナ
ー
、
Ｔ
Ｈ
Ｐ
体
験
コ
ー
ナ
ー
な

ど
、
産
業
保
健
の
現
場
で
役
立
つ

さ
ま
ざ
ま
な
話
題
や
情
報
が
取
り

上
げ
ら
れ
た
。

本
会
も
、
Ｔ
Ｈ
Ｐ
体
験
コ
ー
ナ

ー
に
健
康
運
動
指
導
士
を
派
遣
す

る
な
ど
協
力
を
行
っ
た
。

例
会
で
は
、
小
池
敏
夫
懇
話
会

会
長
が
冒
頭
の
挨
拶
で
、「
昨
年

末
に
出
さ
れ
た
政
府
に
よ
る
医
療

制
度
改
革
大
綱
は
、
企
業
や
健
康

保
険
組
合
、
ま
た
被
保
険
者
に
と

っ
て
も
負
担
増
と
な
る
き
び
し
い

内
容
と
な
っ
て
い
る
。『
受
益
者

負
担
』
が
強
調
さ
れ
て
い
る
が
、

国
民
の
納
得
で
き
る
よ
う
な
改
革

を
お
願
い
し
た
い
」
と
述
べ
た
。

続
い
て
行
わ
れ
た
「
自
律
的
健

康
管
理
―
新
し
い
健
康
の
概
念
と

労
働
者
の
サ
ポ
ー
ト
」
と
題
し
た

特
別
講
演
で
竹
田
所
長
（
写
真
）

は
ま
ず
、
自
律
的
健
康
管
理
の
意

義
を
考
え
る
に
あ
た
り
、
産
業
保

健
活
動
の
焦
点
が
、
労
働
に
よ
る

本
会
で
は
か
ね
て
よ
り
、
ウ
イ

ル
ス
性
肝
炎
な
ど
の
感
染
症
や
、

甲
状
腺
疾
患
に
関
連
す
る
検
査
、

前
立
腺
が
ん
な
ど
を
ス
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
す
る
腫
瘍
マ
ー
カ
ー
を
用
い

た
検
査
を
行
っ
て
き
て
い
る
が
、

こ
の
ほ
ど
、
免
疫
検
査
体
制
の
さ

ら
な
る
充
実
の
た
め
、
従
来
の
分

析
機
器
よ
り
も
高
性
能
の
全
自
動

化
学
発
光
酵
素
免
疫
測
定
装
置

（
ル
ミ
パ
ル
ス
Ｐ
ｒ
ｅ
ｓ
ｔ
ｏ
Ⅱ
、

富
士
レ
ビ
オ
製
＝
写
真
）
を
導
入

し
、
設
置
し
た
。

こ
の
装
置
は
、
Ｈ
Ｂ
ｓ
Ａ
ｇ
、

Ｈ
Ｂ
ｓ
Ａ
ｂ
、
Ｈ
Ｃ
Ｖ
Ａ
ｂ
と
い

っ
た
肝
炎
の
ウ
イ
ル
ス
マ
ー
カ

ー
、
梅
毒
感
染
症
の
マ
ー
カ
ー
で

あ
る
Ｔ
Ｐ
、
腫
瘍
マ
ー
カ
ー
の
Ｃ

Ｅ
Ａ
や
Ｐ
Ｓ
Ａ
、
甲
状
腺
疾
患
の

検
査
に
欠
か
せ
な
い
Ｔ
Ｓ
Ｈ
、
Ｆ

Ｔ
３
、
Ｆ
Ｔ
４
と
い
っ
た
免
疫
検

査
を
自
動
で
分
析
す
る
も
の
で
あ

る
。従

来
の
装
置
に
比
べ
て
検
体
の

処
理
能
力
が
向
上
し
、
１
時
間
あ

た
り
２
４
０
テ
ス
ト
が
可
能
と
な

っ
た
こ
と
や
、
最
大
で
24
項
目
を

同
時
に
測
定
で
き
る
と
い
う
点
が

こ
の
装
置
の
特
徴
で
あ
る
。ま
た
、

分
析
に
と
も
な
っ
て
発
生
す
る
医

療
廃
棄
物
や
産
業
廃
棄
物
を
軽
減

で
き
る
よ
う
な
工
夫
も
な
さ
れ
て

い
る
。

こ
の
よ
う
な
最
新
鋭
の
機
器
を

導
入
す
る
こ
と
で
、
従
来
に
比
べ

て
検
査
時
間
が
短
縮
さ
れ
、
今
後

は
よ
り
効
率
的
な
検
査
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
。

本
会
の
関
係
ス
タ
ッ
フ
は
「
ユ

ー
ザ
ー
の
健
康
づ
く
り
に
活
用
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら

も
精
度
管
理
や
迅
速
処
理
を
徹
底

し
た
い
」
と
話
し
て
い
る
。

本
会
と
本
会
の
ユ
ー
ザ
ー

が
、
健
康
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
の
情
報
交
換
と
相
互
交
流
を

目
的
に
運
営
し
て
い
る
健
康
づ

く
り
懇
話
会
の
第
11
回
例
会

が
２
月
13
日
、
都
内
の
ホ
テ
ル

で
開
催
さ
れ
た
。
今
回
は
、
労

働
衛
生
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
事
務

所
オ
ー
ク
ス
の
竹
田
透
所
長
が

「
自
律
的
健
康
管
理
の
考
え
方
」

に
つ
い
て
特
別
講
演
を
行
っ
た

ほ
か
、
本
会
の
担
当
者
よ
り

「
個
人
情
報
保
護
法
に
関
す
る

取
り
組
み
」
と
「
人
間
ド
ッ
ク

室
の
拡
充
」
に
つ
い
て
の
報
告

が
行
わ
れ
た
。
例
会
に
は
、
各

事
業
所
や
健
康
保
険
組
合
で
健

康
管
理
や
健
康
づ
く
り
を
担
当

し
て
い
る
方
々
と
、
本
会
の
成

人
保
健
事
業
の
担
当
者
ら
約
60

名
が
参
加
し
た
。
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健
康
障
害
、
職
業
病
予
防
か
ら
、

生
活
習
慣
病
予
防
や
健
康
増
進

へ
、
さ
ら
に
は
過
重
労
働
・
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
、
労
働
安
全
衛

生
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
活

用
、
企
業
の
自
主
的
取
り
組
み
へ

と
移
り
変
わ
っ
て
き
た
経
緯
に
つ

い
て
説
明
し
た
。

そ
の
う
え
で
、「
こ
の
よ
う
な

状
況
の
変
化
に
と
も
な
い
、
従
来

第207回ヘルスケア研修会

健康づくりのための
健診事後支援の評価
その支援方法と成果

５月３１日（水）午後２～４時
東京・永田町「星陵会館」

産業保健フォーラム
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